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「エルサレム入城」

（マルコ11:1～11）

挽地茂男
2018.8.19 日本基督教団千歳丘教会

※マルコの本文は最終頁にあります

世界には有名な凱旋門がいくつ

かございますが、おそらく凱旋門

と言えば、パリの凱旋門を思い出

されるのではないでしょうか。こ

の凱旋門（エトワール凱旋門）は、

１８０５年のアウステルリッツの

戦いに勝利した記念に１８０６

年、ナポレオン・ボナパルトの命

によって建設が始まり、１８３６

年に完成します。ナポレオンは凱

旋門が完成する前に既に死去して

おり、彼がこの門をくぐったのは

１８ ４０ 年に

死去 した セン

トヘ レナ 島か

らパ リに 改葬

され た時 〔お

墓を 移し たと

き〕でした。古代ローマの凱旋門

を手本にして造られた代表的な凱

旋門の一つです。

他方ローマの凱旋門（コンスタ

ンティヌスの凱旋門）は、ローマ

帝国皇帝コンスタンティヌスが

「ミルウィウス橋の戦い」でマク

センティウスの軍団を撃破した、

３１２年の勝利（戦勝）を記念し

て造られました。１９６０年のロ

ーマ・オリンピックでは、マラソ

ン競技の優

勝者エチオ

ピアのアべ

べ・ビキラ

が〔裸足で

42.195キロを走り抜いて〕この凱

旋門にゴールしました。そのほか

凱旋門はパリやローマだけではな

くヨーロッパには多く残っていま

すが、それらはみな数々の戦いの

勝利（と一方で敗北）を歴史に刻

んでいるのです。先のパリの凱旋

門は１９４０年６月１４日、ナチ

ス・ドイツ軍がフランスを侵略

し、パリに占領をはたしますと、

ナチス・ドイツ軍が凱旋パレード

を行う背景になります。その写真

が残っています。

戦争を離れたところでは、オリ

ンピックが終わりますと、最近で

は日本でも、銀座の大通りをオリ

ンピック選手たちが凱旋パレード

をしたり、プロ野球の優勝チーム

が優勝パレードをしたり、お相撲

の横綱だって優勝パレードをした

りします。あのトランプ新アメリ

ローマの凱旋門

パリの凱旋門
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カ大統領も就任のパレードを致し

ました。凱旋パレード、凱旋入城

というのは、凱旋してきた人々の

勝利を、その強さと成功と支配力

と権力を誇示し、古代世界では特

に、軍事的な勝利を公に知らしめ、

勝利者の勝利や征服を知らしめす

ことによって、人民の従順を暗黙

の内に要求するものでありまし

た。

今日、主イエス・キリストは、

エルサレムに凱旋してきます。今

日の聖書箇所は、その主イエスの

凱旋入城（パレード）を描いてい

るのです。

主イエスが凱旋入城、というと、

少し違和感を感じておられるかも

知れません。イエス様は戦争なん

かと関係ない方だし…。しかしこ

の場面が「凱旋入城」の場面であ

ることを理解しておくことは大切

です。「そん

な風には見

えないけど」

とおっしゃ

るかも知れ

ません。そ

んな風に見

えないからこそ大切なのです。十

字架で主イエスが死んで救いが完

成した。「そんな風には見えない

けど。」そんな風に見えないから

こそ大切なのです。９節後半から

１０節にかけて見てみましょう。

9b「ホサナ。主の名によって来ら

れる方に、／祝福があるように。

11:10 我らの父ダビデの来るべき

国に、／祝福があるように。」

ダビデの国が今や実現したと言う

のです。この「我らの父ダビデの

来るべき国に、／祝福があるよう

に 」（ Eujloghmevnh hJ e jrcomevnh

basileiva tou' patro;" hJmw'n Dauivd:）

の部分の「来るべき」は訳として

はまずいのです。「来るべき」は

未来的なニュアンスが強すぎま

す。ここは現在分詞（進行形）で

書かれていて「今来つつある」「い

ま目の前に来ているところの」と

いう意味で書かれています。単純

に直訳すれば、「祝福あれ。」「祝

福あれ」が最初に宣言されて、「祝

福あれ、今来たりつつある我らの

父ダビデの（王）国に」となりま

す。「父ダビデ」とは「祖先／父

祖のダビデ」という意味です。救

い主はこの名君ダビデの子孫とし

てやって来るというので〈ダビデ

の子〉と呼ばれるのです。今やダ

ビデの子イエスが、ダビデの（王）
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国の(首)都に入城して来たので

す。そしてこの王国が、今〈ダビ

デの子〉によって確立されようと

しているのです。彼（主イエス）

こそがユダヤ人の王なのです。

このような凱旋入城には、特に

古代ギリシア・ローマの凱旋入城

には入城行進に一定のパターンが

あります。普通四つの要素を含み

ます〔すべての要素が全部そろっ

ている場合もそろっていない場合

もありますが〕。まず第一に(1)先

導役がいます。征服者／勝利者は、

一般市民または勝利者自身の軍隊

に先導されて町の中に入いってき

ます。そして第二に(2)人々の喝

采が勝利者を迎えます。そして凱

旋行進には、讃美や歓呼の声が響

きます。そして第三に勝利者の(3)

権威と力が誇示されます（権威の

誇示）。勝利した支配者・勝利者

の権威を示す様々な象徴的要素が

行進にちりばめられます。例えば、

勝利者が神の名前で呼ばれたり、

勝利によってもたらされた戦利品

や捕虜、あるいは自軍の勇猛な軍

隊や兵器が行進に加わります。そ

して最後第四に勝利者は、(4)神

殿に赴き、献げ物を致します（神

殿での儀式）。入城後、神殿で執

り行われる犠牲奉献のような占有

の儀式が、征服者が軍事的にも精

神的にも町と人民を占領（占有／

支配）するに至った（玉を取った）

ことを、あるいは勝利が神の御旨

と加護を証しするものだというこ

とを象徴的に

表すのです。

アレクサン

ドロス（アレ

キサンダー大王）がエルサレム入

城を果たし（紀元前４ｃ）記録が、

ヨセフスという人の書いた『ユダ

ヤ古代誌』（11,332-36）という紀

元１世紀の本に出てきます。こう

記されています。

すると、すべてのユダヤ人が声を

合わせてアレキサンダーに挨拶

し、彼を囲んだ…・〔そして〕彼

は大祭司に手を差し出し、ユダヤ

人が小走りに彼についてくる中

を、都に入った。それから彼は神

殿に上り、大祭司の指示に従って

神に犠牲を捧げた。

先導役と人々の喝采と神殿での儀

礼が記されています。

ローマの三頭政治〔アントニウ

ス、オクタウィアヌス、レピドゥ

ス〕の時代（紀元前４０年頃）に

行われた、アントニウス〔ローマ
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の将軍、クレオパトラの恋人、共

同統治者〔１４年間〕〕のエペソ

入城の記録が、プルタルコス『英

雄伝』（「アントニウス」 24,3-4 ）

という本に残されています。

アントニウスがエペソにはいる

と、女たちはバッカス〔酒の神〕

の祭女に、男と少年たちはサテュ

ロス〔神〕とパーン〔神〕に扮装

して彼の行列を先導し、町は蔦の

葉、祭の杖、手琴（てきん）、笙

〔楽器〕、笛に満たされた。人々

は彼を、歓喜と恩恵の贈与者ディ

オニュソスだと

歓呼して迎えた。

なるほど、彼は

確かにある人々

にはそのような

存在であった。

先導役と人々

の喝采とアントニウスを神の名前

で呼ぶ、彼の権威の誇示がはっき

りと出てきます。(1)先導役と、(2)

人々の喝采と、(3)権威の誇示と、

(4)神殿での儀式が古代の凱旋入

城を構成する基本的な要素なので

す。主イエスの凱旋入城をこの要

素に照らして見てみましょう。７

節から先ほどの節も含めてみてみ

ましょう。７節。

11:7 二人が子ろばを連れてイエ

スのところに戻って来て、その上

に自分の服をかけると、イエスは

それにお乗りになった。11:8 多

くの人が自分の服を道に敷き、ま

た、ほかの人々は野原から葉の付

いた枝を切って来て道に敷いた。

11:9 そして、前を行く者も後に

従う者も叫んだ。「ホサナ。主の

名によって来られる方に、／祝福

があるように。11:10 我らの父ダ

ビデの来るべき国に、／祝福があ

るように。いと高きところにホサ

ナ。」11:11 こうして、イエスは

エルサレムに着いて、神殿の境内

に入り、辺りの様子を見て回った

まず(1）先導役です。主イエスは

自分の服を道に敷く人々や葉の付

いた枝を道に敷く人々（ｖ．８）

に先導されてエルサレムに入城し

てきます。そして(2）人々の喝采

です。凱旋行進を歓迎する人々は

「前を行く者も後に従う者も」歓

呼の詩編〔詩１１８：２６＝ハレ

ル詩編／詩118:26 祝福あれ、主

の御名によって来る人に。〕を叫

んでいます。「11:9 ……「ホサナ。

主の名によって来られる方に、／

祝福があるように。11:10 我らの

父ダビデの来るべき国に、／祝福
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があるように。いと高きところに

ホサナ。」」そして三つ目に(3）権

威の誇示ですが、この部分は非常

に抑制された形で、行進の様々な

部分に現れています。主イエスは、

自分の乗る子ろばの調達について

予言を与え、調達する者たちに人

が何か言ったら「主がご入り用な

のです」と答えるように教えて、

自分が主として（神として）子ろ

ばを徴用されることを明らかにし

ます。そして人々が道に服を敷く

行為も、人々の讃美の声も主イエ

スの神的な権威を支持します。そ

して四つ目に(4）神殿での儀式で

すが、聖書はこう記しています。

１１節。「11:11 こうして、イエ

スはエルサレムに着いて、神殿の

境内に入り、辺りの様子を見て回

った後、」神殿には入ったのです

が、その後です。「もはや夕方に

なったので、十二人を連れてベタ

ニアへ出て行かれた」と書かれて

います。神殿を訪問し、境内の様

子を見て回り、もう遅いので、神

殿を後にしてベタニアへ出て行っ

たのです。ただ訪問を目的にやっ

てきた観光客のようです。神殿で

儀式を行うそぶりも見せずに去っ

て行かれました。

しかし「辺りの様子を見て回っ

た後」（peribleyavmeno" pavnta） と

いう表現には注意が必要です。「見

て回る」と訳されている動詞は、

新約聖書に７回出てくるうち６回

がマルコによる福音書に出てきま

す。〔あと１回はルカにでてきま

すが、マルコの並行記事です。〕

この単語はマ

ルコに特徴的

な単語なので

す。そしてマ

ルコがこの動

詞を、主イエ

スを主語にして使うときは、主イ

エスは「信仰の有無を確かめる」

ために「見回す」という文脈にな

ります。そして新共同訳は「辺り

の様子を」と訳していますが、「す

べてのものを」（pavnta）というの

が正しい訳です。ですからこの部

分の意味は「すべてのものを信仰

的な視点から見定めた後」という

意味なのです。主イエスが見定め

た結果、エルサレム神殿、そこは

本来あるべき礼拝を献げることの

できる所ではなかったのです。祈

りの家ではなかったのです（11:1

7,「強盗の巣」）。神の子を受け入

れるところではなかったのです。
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この理解を背景にして、神殿境内

において、神殿に献げ物の動物を

売る商人や両替商を追い出す暴力

的（暴挙）とも思える主イエスの

「宮清め」、実のなっていないイ

チジクの木への呪い、そして枯れ

たイチジクの木から説き起こされ

る本来の信仰の生きた姿、生きた

信仰とは対照的な数々の論争、む

しろ論争という名を借りた不信

仰、真摯な議論という形の信仰的

（霊的）腐敗、そして１２章の最

後に、神殿境内の論争物語の最後

に添えられた「小さな献身の物語」

寡婦の献金の物語が理解されてく

るのです。

主イエスの凱旋入城が「凱旋入

城」に見えない理由のもう一つは

ロバの存在です。普通は軍馬に乗

ります。ソロモン王の軍事力を表

現するときも、戦車用の馬のため

の厩舎40,000、戦車1,400台、騎

馬兵12,000人、と表現します。彼

はさらに戦車隊の町、騎兵隊の町

を設けていたのです（列上5:6,10

:26,代下1:14,9:25）。今ならトマ

ホーク何基、原子力空母何隻のよ

うな言い方になるのでしょうが。

ナポレオンも、先代の北朝鮮の指

導者も、暴れん坊将軍〔例が古い

のでご寛恕を〕も馬に乗って颯爽

と登場します。しかも白馬で。主

イエスの凱旋入城は、どう見ても

勇壮な軍事的入城には見えないの

です。ロバに乗っているのですか

ら。しかしロバに乗ってこられる

のは、この場面の背景に、一つの

旧約預言があるからです。マルコ

はそれを明示していません。しか

しこの場面はその旧約聖書の預言

なしでは理解できません。マタイ

とヨハネはその預言を明らかにし

ています。マタイを読んでおきま

しょう。マタイの２１章４－５節

です。

マタイ21:4 それは、預言者を通

して言われていたことが実現する

ためであった。

21:5 「シオンの

娘に告げよ。『見

よ、 お前の王 が

お前 のところ に

おい でになる 、

／柔 和な方で 、

ろばに乗り、／荷を負うろばの子、

子ろばに乗って。』」

そしてこのこの預言を語ったのは

ザカリヤという預言者です。その

旧約の預言そのものを見ると、も

っと意味が鮮明になってきます。
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ゼカリヤ９章９－１０節です。

ゼカリヤ9:9 娘シオン〔シオンは

エルサレムのこと〕よ、大いに踊

れ。娘エルサレムよ、歓呼の声を

あげよ。見よ、あなたの王が来る。

彼は神に従い、勝利を与えられた

者／高ぶることなく、ろばに乗っ

て来る／雌ろばの子であるろばに

乗って。9:10 わたしはエフライ

ム〔預言者ではイスラエル王国と

同義〕から戦車を／エルサレムか

ら軍馬を絶つ。戦いの弓は絶たれ

／諸国の民に平和が告げられる。

彼の支配は海から海へ／大河から

地の果てにまで及ぶ。

「軍馬を絶つ」「戦車を絶つ」平

和の宣言なのです。ロバに乗って

やって来る王は、軍事的な平和を

実現する王ではないのです。「高

ぶることなく、

子ロバに乗って

来る」王なので

す。征服ではな

く平和の実現者

として入城され

るのです。軍馬ではなくロバに乗

って来られる様が、征服のために

来たのではないことの象徴です。

エルサレムという名前は〔諸説

ありますが〕、もともと「平安/平

和の町」という意味をもっていま

す。この町は真の神を認めること

を平和の礎にした町なのです。ル

カによる福音書は、エルサレム入

城にあたって、主イエスがエルサ

レムを遠くに見ながら「泣いた」

と伝えています。ルカによる福音

書１９章４１－４４節

ルカ19:41 エルサレムに近づき、

都が見えたとき、イエスはその都

のために泣いて、19:42 言われた。

「もしこの日に、お前も平和への

道をわきまえていたなら……。し

かし今は、それがお前には見えな

い。19:43 やがて時が来て、敵が

周りに堡塁を築き、お前を取り巻

いて四方から攻め寄せ、19:44 お

前とそこにいるお前の子らを地に

たたきつけ、お前の中の石を残ら

ず崩してしまうだろう。それは、

神の訪れてくださる時をわきまえ

なかったからである。」

神の平和を実現すべき町であり

ながら、平和への道を知らないこ

の町に、破壊の預言が語られます。

現代の世界はどうなのでしょう。

我が国はどうなのでしょう。ロバ

に乗る勇気のある国や、指導者は

いるのでしょうか。できるだけ威

力のある、大きな武器を誰もが振
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り 回 そ う

と し て い

る の で は

な い で し

ょ う か 。

この神の平和が支配すべき町エ

ルサレムが、真の平和に満たされ

る時は、主を認めるまで実現しな

いと、主イエスは言われます。ル

カ１３章３４－３５節。

ルカ13:34 エルサレム、エルサレ

ム、預言者たちを殺し、自分に遣

わされた人々を石で打ち殺す者

よ、めん鳥が雛を羽の下に集める

ように、わたしはお前の子らを何

度集めようとしたことか。だが、

お前たちは応じようとしなかっ

た。13:35 見よ、お前たちの家は

見捨てられる。言っておくが、お

前たちは、『主の名によって来ら

れる方に、祝福があるように』と

言う時が来るまで、決してわたし

を見ることがない。」

真の王はふつうの王の姿をして

いないのです。軍事力と経済力を

誇る王しか求めない者に、真の王

は理解できないのです。真の王は

征服（支配）ではなく平和をもた

らすのです。真の平和は真の王に

よってもたらされるのです。聖書

は、真の王はふつうの王の姿をし

ていない、と教えます。マタイに

よる福音書２５章３７－４０節

25:37 すると、正しい人たちが王

に答える。『主よ、いつわたした

ちは、飢えておられるのを見て食

べ物を差し上げ、のどが渇いてお

られるのを見て飲み物を差し上げ

たでしょうか。 25:38 いつ、旅

をしておられるのを見てお宿を貸

し、裸でおられるのを見てお着せ

したでしょうか。

25:39 いつ、病気をなさったり、

牢におられたりするのを見て、お

訪ねしたでしょうか。』 マタ 25:

40 そこで、王は答える。『はっき

り言っておく。わたしの兄弟であ

るこの最も小さい者の一人にした

のは、わたしにしてくれたことな

のである。』

真の王は（救い主は）、小さな者

の姿を取ってやって来るのです。

真の王は（救い主は）、仕える者

の姿を取ってやって来るのです。

真の王は（救い主は）、飢えた者

の姿を取ってやって来るのです。

真の王は（救い主は）、渇いた者

の姿を取ってやって来るのです。

真の王は（救い主は）、涙する者

の姿を取ってやって来るのです。
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真の王は（救い主は）、ロバに乗

ってやって来るので

す。本当の王は王の

姿でやってはきませ

ん。水戸黄門は越後

の縮緬問屋〔これまた古いテレビ

ドラマ。ご寛恕を〕に身をやつし

てやってくるのです。エリザベス

女王が鳴り物入りでやってくれば

わたしたちは簡単に頭を下げるこ

とができるでしょう。暴れん坊将

軍も白馬に乗って、あるいは奴さ

んに先導される長い行列でやって

くれば「はははーっ」と頭を下げ

ることができるでしょう。粋な侍

の「しんさん」〔ご存知ですか〕

ではわからないのです。神の子も

神の子の姿でやってこないので

す。貧しい大工の子としてやって

くるのです。神の子は十字架で苦

しむ者の姿を取ってやって来るの

です。

主イエスは、エルサレムに入城

されました。神殿は神のいます場

所、神の平和を享受する場所では、

すでにありませんでした。では、

わたしたちは主の凱旋をお迎えし

ているでしょうか。パウロはわた

したちが神の神殿であると教えま

す。コリントの信徒への手紙一３

章１６－１７節

16あなたがたは、自分が神の神殿

であり、神の霊が自分たちの内に

住んでいることを知らないのです

か。17神の神殿を壊す者がいれば、

神はその人を滅ぼされるでしょ

う。神の神殿は聖なるものだから

です。あなたがたはその神殿なの

です。

同じく第一コリント書６章１９節

6:19 知らないのですか。あなた

がたの体は、神からいただいた聖

霊が宿ってくださる神殿であり、

あなたがたはもはや自分自身のも

のではないのです。

神の神殿であるわたしたちは、

「主の名によって来られる方に、

祝福があるように」と賛美し、エ

ルサレムに入城した主が、最後に

おいでになり、神に感謝をささげ

る場所となっているでしょうか。

神殿とは、平和と祈りと喜びと讃
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美の満ちている所です。「11:9…

ホサナ。主の名によって来られる

方に､／祝福があるように。11:10

我らの父ダビデの来るべき国に、

／祝福があるように。いと高きと

ころにホサナ。」

ルカ福音書ではこの賛美自体に、

平和の要素が加わります。１９章

３８節。19:38 「主の名によって

来られる方、王に、／祝福がある

ように。天には平和、／いと高き

ところには栄光。」

まるで「イエス・キリストの誕生」

の際の天使と天の大軍の賛美です

（ルカ2:13f, 20）。

ルカ2:14 「いと高きところには

栄光、神にあれ、／地には平和、

御心に適う人にあれ。」

主イエスのエルサレム入城では、

「地には平和」ではなく「天には

平和」と語られます。なぜでしょ

うか。それは御心が天になるよう

に、地上には成っていないからで

す。人々が王としてイエス・キリ

ストを迎えたときに、平和の王が

もたらす「天の平和」が、「地の

の平和」となるのです。

「平和への道」とは主イエス・

キリストを心の王として迎えるこ

とによって始まり、主イエス・キ

リストがわたしたちの心の王座を

占めることによって回復し、大き

く他の人々を包んでいくのです。

キリストは平和の福音を告げ知ら

せるためにこの世界にこられまし

た。エフェソ書２章１７節。

2:17 キリストはおいでになり、

遠く離れているあなたがたにも、

また、近くにいる人々にも、平和

の福音を告げ知らせられました。

平和の主と共に、新しい１週間を

歩んで参りましょう。
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11:1 一行がエルサレムに近づい

て、オリーブ山のふもとにあるベ

トファゲとベタニアにさしかかっ

たとき、イエスは二人の弟子を使

いに出そうとして、

11:2 言われた。「向こうの村へ行

きなさい。村に入るとすぐ、まだ

だれも乗ったことのない子ろばの

つないであるのが見つかる。それ

をほどいて、連れて来なさい。

11:3 もし、だれかが、『なぜ、そ

んなことをするのか』と言ったら、

『主がお入り用なのです。すぐこ

こにお返しになります』と言いな

さい。」

11:4 二人は、出かけて行くと、

表通りの戸口に子ろばのつないで

あるのを見つけたので、それをほ

どいた。

11:5 すると、そこに居合わせた

ある人々が、「その子ろばをほど

いてどうするのか」と言った。

11:6 二人が、イエスの言われた

とおり話すと、許してくれた。

11:7 二人が子ろばを連れてイエ

スのところに戻って来て、その上

に自分の服をかけると、イエスは

それにお乗りになった。

11:8 多くの人が自分の服を道に

敷き、また、ほかの人々は野原か

ら葉の付いた枝を切って来て道に

敷いた。

11:9 そして、前を行く者も後に

従う者も叫んだ。「ホサナ。主の

名によって来られる方に、／祝福

があるように。

11:10 我らの父ダビデの来るべき

国に、／祝福があるように。いと

高きところにホサナ。」

11:11 こうして、イエスはエルサ

レムに着いて、神殿の境内に入り、

辺りの様子を見て回った後、もは

や夕方になったので、十二人を連

れてベタニアへ出て行かれた。
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11:1 Kai ; o {te e jggi vzousin ei j"

@Ieroso vluma ei j" Bhqfagh ; kai ;

Bhqanivan pro;" to; #Oro" tw'n !Elaiw'n,

ajpostevllei duvo tw'n maqhtw'n aujtou'

11:2 kai; levgei aujtoi'", @Upavgete eij"

th;n kwvmhn th;n katevnanti uJmw'n, kai;

eujqu;" eijsporeuovmenoi eij" aujth;n

euJrhvsete pw'lon dedemevnon ejf! o}n

oujdei;" ou[pw ajnqrwvpwn ejkavqisen:

luvsate aujto;n kai; fevrete.

11:3 kai; ejavn ti" uJmi'n ei[ph/, Tiv

poiei'te tou'to_ ei[pate, @O kuvrio"

aujtou' creivan e[cei, kai; eujqu;" aujto;n

ajpostevllei pavlin w|de.

11:4 kai; ajph'lqon kai; eu|ron pw'lon

dedemevnon pro;" quvran e[xw ejpi; tou'

ajmfovdou kai; luvousin aujtovn.

11:5 kaiv tine" tw'n ejkei' eJsthkovtwn

e[legon aujtoi'", Tiv poiei'te luvonte"

to;n pw'lon_

11:6 oiJ de; eiaujtoi'" kaqw;" eioJ

!Ihsou'", kai; ajfh'kan aujtouv".

11:7 kai; fevrousin to;n pw'lon pro;"

to;n !Ihsou'n kai; ejpibavllousin aujtw'/

ta; iJmavtia aujtw'n, kai; ejkavqisen ejp!

aujtovn.

11:8 kai; polloi; ta; iJmavtia aujtw'n

e[strwsan eij" th;n oJdovn, a[lloi de;

stibavda" kovyante" ejk tw'n ajgrw'n.

11:9 kai; oiJ proavgonte" kai; oiJ

ajkolouqou'nte" e[krazon, @Wsannav:

Eujloghmevno" oJ ejrcovmeno" ejn ojnovmati

kurivou:

11:10 Eujloghmevnh hJ e jrcomevnh

basileiva tou' patro;" hJmw'n Dauivd:

@Wsanna; ejn toi'" uJyivstoi".

11:11 Kai; eijsh'lqen eij" @Ierosovluma

eij" to; iJerovn kai; peribleyavmeno"

pavnta, ojyiva" h[dh ou[sh" th'" w{ra",

ejxh'lqen eij" Bhqanivan meta; tw'n

dwvdeka.


